
（別紙４）

～ 2025年　1月　31日

（対象者数） ６名 （回答者数） 5(兄弟が１名いるため)

～ 2025年　2月　28日

（対象者数） ６名 （回答者数） 6

～ 2025年　3月　12日

（対象数） 4名 （回答数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

利用児童の様子を常に注意深く観察し、職員全員でその日の

うちに共有する時間を設ける。

2

利用児童の様子を常に注意深く観察し、職員全員でその日の

うちに共有する時間を設ける。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

利用児童の変化にスピードを持って対応できる。 利用児童に普段と変わった様子があった場合は、学校と連絡

をとり即日、保育所等訪問を行うようにしている。

訪問先機関との連携。 事業所での様子を訪問先の方が分かるよう、その都度、利用

児童の様子を電話連絡にて伝えている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

2025年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　3月　24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2025年　2月　1日

○事業所名

○保護者評価実施期間 2025年　1月　7日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


